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町立病院からのお知らせ
平成29年度　和水町病院事業会計決算 より一層の経営改善に努めていきます

患者数などの状況

平成29年度の概況
町立病院は、昭和23年３月江田町外三ヶ村組合立国民健康保険共済病院としてスタートし、
平成30年３月で創立70年を迎えました。病院理念である、医療を通じて住民が安心して生活で
きる社会づくりに貢献するために、公的医療機関としての役割と責務を果たすとともに、公営
企業としての効率性を高めるよう職員一丸となり努めています。
まず収入では、患者数が減少し、その影響を受け、入院・外来収益は減少しています。入院
患者数の減少として、４階療養病床において平成30年１月末をもって介護型療養病床12床を医
療型療養病床へ移行し、医療の必要度の高い患者さまへ充実を図りました。しかし、移行準備
に伴う入院患者の抑制に伴い、患者数が確保できない状況が続いたのが減収の大きい要因とな
りました。
一方、支出においては、正職員と非常勤職員の雇用形態見直しによる人件費の削減、医療事
務の委託の廃止などにより前年度から大きく減少しています。
これらの結果、平成29年度の決算は、収入が８億4,539万円、支出が８億7,337万円となり、2,798
万円の純損失となりました。

平成29年度の入院患者数は、のべ19,023人（一日平均52.１人）で、前年度と比較し、4,800人（一
日平均13.２人）の減少となり、病床利用率は57.３％（前年度71.７％）となりました。外来患者
数は、のべ23,309人（一日平均95.５人）で、前年度と比較し835人（一日平均３.９人）の減少とな
りました。
また、夜間・休日の救急患者の受け入れ人数は1,769人（前年度1,897人）であり、うち救急車
搬送人数は164人（前年度213人）でした。
なお、健康管理センターでの健診受診者延数
は2,699人（前年度2,814人）、居宅介護支援事業
所のケアプラン作成件数は1,515件（前年度1,841
件）、訪問看護ステーションの利用者数は474人
（前年度456人）、延訪問回数は2,449回（前年度
2,202回）となっています。
平成30年度は、これまでの経営の効率化など
に加えて、当年度に策定した「新公立病院改革
プラン」に沿った数値目標に向かって、さらな
る経営の改革に取り組んでいきます。

■平成28年度との比較 平成29年度 平成28年度

患者数
入院 19,023人 23,823人

外来 23,309人 24,144人

診療単価
（患者１人・１日当たり）

入院 22,077円 20,681円

外来 6,590円 6,554円

病床利用率 57.3％ 71.7％

平均在院日数 18日 20日

病院事業収益 病院事業費用

８億4,539万円 ８億7,337万円

入院収益
4億 1,998 万円

給与費
5億 4,991 万円

材料費
5,672 万円

特別損失
55万円
0.1％

医業外費用
2,386 万円
2.7％

その他医業外収益
889万円
1.1％

特別利益
295万円
0.3％

外来収益
1億 5,360 万円

減価償却費
5,948 万円

その他医業収益
7,878 万円

経費
1億 8,285 万円

一般会計負担金・
補助金

1億 8,119 万円

49.7％ 63.0％

20.9％

18.2％

9.3％ 6.8％

6.5％

21.4％
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改革プランの実績

用語の説明

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

※項目は、経常収支比率、医業収支比率、職員給与比率、病床利用率を掲載
注）目標値は、平成29年度から平成32年度までの「新公立病院改革プラン」に沿った目標値です。

項目
19年度
（実績）

20年度
（実績）

21年度
（実績）

22年度
（実績）

23年度
（実績）

24年度
（実績）

25年度
（実績）

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（実績）

29年度
（実績）

目標値

経常収支比率（％） 97.0 102.3 104.7 104.5 98.8 98.7 100.8 97.2 91.6 98.5 96.5 100以上

医業収支比率 97.2 101.7 96.1 94.3 87.8 88.6 90.9 86.0 81.3 88.2 88.6 90以上

職員給与比率（％） 67.9 65.0 69.0 68.2 71.4 69.4 68.0 73.1 78.2 71.2 73.1 69以下

病床利用率（％） 71.2 71.5 71.2 68.3 67.4 64.1 66.9 68.6 66.9 71.7 57.3 83以上

経常収支比率……�経常的な経営活動に伴う収益から費用を差し引いたもの。この数値が100％を超える場合は
経常黒字、100％未満であれば、経常赤字を示します。（経常収益／経常費用）×100

医業収支比率……�医業費用が医業収益によってどの程度賄われているかを示す指標。経常収支比率と同様にこ
の比率が100％以上であることが望ましいとされています。（医業収益/医業費用）×100

職員給与比率……�病院の職員数などが適切か否かを判断する指標。職員給与費をいかに適切なものとするかが
病院経営のポイントとなります。（職員給与費/医業収益）×100

病床利用率　……�病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床利用率が恒常的に低い場合は、
病床規模が適切か否かを検討する必要があります。（年延入院患者数／年延病床数）×100

⑥肩上げおろし
長座の姿勢で手のひらを天井に向け、肘を脇腹に付けて、

ふとももの上に構えます。

１回目で、肩を引き上げ「持ち上げて」下ろします「ストン」
２回目で、２段階で肩を引きあげ「持ち上げて」「あげて」

下ろします「ストン」
３回目で、３段階で肩を引きあげて「持ち上げて」「あげて」

「あげて」下ろします「ストン」

※「　」は、声を出しながら（呼吸をはきながら）動きます。

今月は調整の体操で「肩甲骨」の⑥の動作を紹介します。

始めてみよう！「お茶の間筋トレ」～vol.７～
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